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	高遠菜穂子さんと考える
	＠滋賀県立大学

	持続可能な平和と共生
	　月　　日(金) A2-202教室
	14:50~16:30
	①映画『“敵”の子どもたち』
	16:40~18:10
	②講演　高遠菜穂子さん

	戦争が与える影響―
	　　　　月　日(日) A2-201教室
	13:00〜15:00
	③講演　高遠菜穂子さん

	戦争は最大の環境破壊 ―
	持続可能な平和と共生のために私たちがすべきこと
	10月19日(月)-11月19日(木)図書情報センター2F閲覧室にて関連図書展示


	①10月30日(金)14:50~16:30
	映画『“敵”の子どもたち』上映
	娘がISIS（イスラム国）に参加し死亡。


	②10月30日(金)16:40~18:10　講演　高遠菜穂子さん
	「戦争が与える影響―人々の体と心に残る傷（トラウマ）」
	映画『“敵”の子どもたち』に関する解説を交えながら、テロ・戦争が、人々に与える影響、体と心に与える傷（PTSD）について、実際現地で支援してきたからこそ伝えられること、ニュースだけでは見えてこない現地の状況について学びます。

	③11月1日(日)13:00~15:00　講演　高遠菜穂子さん
	「戦争は最大の環境破壊―持続可能な平和と共生のために私たちがすべきこと」
	　戦争は人々の生命や生活を脅かすだけでなく、CO２の排出や街・自然環境の破壊など、環境にも大きな影響を及ぼします。そこで、イラクの「ピースセルプロジェクト（PCP）」の活動の一環として環境保全の活動にも取り組んでいる高遠菜穂子さんに、エイドワーカーとしてイラクで直接目にした戦争が環境や我々の生活に及ぼす影響について解説してもらいます。
	　また、PCPが推進する「絵本と演劇で紛争を止める」というアプローチについてもご紹介します。現地では、多様性を認め合い「報復の連鎖」を断ち切るために、独自の絵本製作や移動図書館などの読書キャンペーンを展開しています。紛争はどこにでもあります。紛争地だけでなく、日本にも、学校にも職場にも。そして、紛争解決の対話というのは非常に難しいのが現実です。その対話を可能にするための知的スキル（想像力やエンパシー）を、幼少期から育んでいこうというのが「平和の細胞」（ピースセル）の活動の根幹です。戦争によって分断されたイラクで、PCPが奮闘する活動についてお話しいただきます。


	高遠菜穂子
	講師プロフィール　　　　　　　　　　　　　さん
	人道支援ワーカー／一般社団法人ピースセルプロジェクト代表理事

	ピースセルプロジェクト
	（Peace Cell Project　略称、PCP）



